
国際ロータリークラブ第 2730地区 日南ロータリークラブ 

   

 

             「笑 門 来 福」 

例会日 毎週水曜日 12：30～ 例会場 ホテルシーズン日南 

住所   日南市園田 3-11-1 TEL 0987-22-5151 FAX0987-22-9588          会長 山口秀一 

ロータリー財団月間 

第3226回例会 №18 2019.11.20  晴れ 

点鐘・国歌・ロータリーソング 12時30分    「日も風も星も」 

四 つ の テ ス ト  永田浩治 君 

ゲ ス ト 
ブジョング ケイト エレナ氏（日南市国際交流員） 

蛯原 遼氏（日南市役所総務・危機管理課） 

例 会 行 事 委員会アワー（国際奉仕委員会） 

 

会長時間 

 今日は、平和の推進、母子の健康についてお話します。 

平和の推進について 昨年、紛争と暴力によって 6800万人以上が家を失い、故郷を追われました。その半数

が子どもです。ロータリーは、異文化交流を通じて相互理解の心を  育て、紛争解決のスキルを備えた人

材の育成を通じて平和な世界づくりを促進しています。奉仕プロジェクト、平和フェローシップ、奨学金な

どさまざまな形で、紛争の根底にある諸問題（貧困、不平等、民族間の緊張、教育機会の欠如、資源の不均

等など）に取り組んでいます。どのような活動をしているかとゆうと 新天地への援助 戦火を逃れてカナ

ダの小さな町に移住したシリア難民の家族が、地元ロータリー会員に支えられて新たな生活の第一歩を踏み

出しました。そして、難民に教育に機会を ナイジェリアでは大学長とロータリークラブが難民への教育を

通じてスラム過激派組織ボコ・ハラムと闘っています。 また、リオデジャネイロのスラムから抜け出すた

めに、若者たちがオリンピックを夢見て柔道に励んでいます。 

母子の健康について 毎年、5歳未満で命を落とす子どもは、世界で推定 590万人。その原因は、栄養失調、

適切な医療や衛生設備の欠如など、どれも予防が可能なものばかりです。予防可能なことで母と子どもが命

を落とすことなどあってはならないと、私たちロータリー会員は考えます。すべての母子が質の高い医療を

受けられるよう、 そして、出産で命を落とす母親がいなくなり、子どもがすくすくと成長できるように、

私たちは支援活動を行っています。ロータリーはこんな活動をしています（教育、予防接種、出産キット、

移動クリニックなど）、ありとあらゆる方法で母子の健康を推進しています。また、女性を対象に、HIV母子

感染の予防、母乳による授乳、病気の予防に関する教育も行っています。 

 日本とブラジルのクラブがロータリーの補助金を利用して、新生児の命を救う機器を病院に提供しました。

清潔な出産キットの配布、安全な出産方法に関する保健従事者の研修など、妊婦が安全な環境で出産できる

よう支援しています。1 歳を迎えられるように母乳に関する母親への指導、予防接種と定期健診の推進、防

虫加工の蚊帳の配布など、赤ちゃんを守るための支援をしています。出産前ケアの移動クリニックハイチは、

西半球で母子の死亡率が最も高い国。この国で、医療ボランティアと助産師が僻地に住む母と子どもに医療

ケアを提供できるよう、医療機器を搭載したジープを寄贈しました。自宅出産を安全に行うため、ロータリ

ー会員が300万ドルを投入して 5年間の試験的プロジェクトを開始しました。このプロジェクトでは、2005

年以来、産科ろう孔（フィスチュラ）で苦しむ女性たちの尊厳と希望を取り戻すために、当初の目標を 500

人上回る1500人の治療を行ってきました 

＊産科ろう孔とは、長時間にわたる難産によって引き起こされる合併症の中でも、最も深刻な疾患の一つ。

適切な介助のない長時間にわたる難産が原因で、産道周辺の器官組織の一部が壊死（えし）し、膣が膀胱や



直腸とつながってしまいフィスチュラとなる。そのため尿や便が常に膣口から流れ出し、長期的には慢性的

な疾患を引き起こしてしまう。 

 

委員会報告 

青少年奉仕委員会 日南市少年野球大会開催の案内 11月23日（土）8：30～ 日南市総合運動公園球場  

 

スマイル 

 竹井崇利君 先週の例会は欠席させて頂きました。井野畑副 SAAにはお世話になりました。 

 村岡俊宏君 先週はお休みしました。函館の夜景を見てきました。休みボケでバッジを忘れました。 

 

例会行事     委員会アワー（国際奉仕委員会）ブジョング ケイト エレナ氏（日南市国際交流員） 

 

 本日の委員会アワーは、今年 8 月に新しく国際交流員になられたブジョング ケイト 

エレナ氏の卓話でした。経歴としては、出身地は、アメリカ合衆国フロリダ州で、生年

月日は 1995年（平成 7年）5月 21日生まれの 24歳です。任期は 2019年 8月 5日から

2020年 8月4日の1年間です。趣味は、アート、日本語、中国語の勉強、読書、旅行で、

日本語能力試験 2級をお持ちです。 

 大学時代に留学生として日本に住んでいましたが、九州を訪れたことはありませんで

した。だから、日南で仕事をさせていただくことになった時に、すごくうれしいと感じました。 私が日南

の人に「実は日本に住んだことがあります」と伝えると、皆さんが優しく「ああ、もう日本の生活にはある

程度慣れているでしょう」と言われます。慣れているかどうかまだ分かりませんが、日南のことは、すぐに

大好きになりました。例えば、日南では山と海の美しさを両方楽しめることに気付きました。私の出身地フ

ロリダ州でもすごくきれいな海が見られますが、一つの山もありません。初めて宮崎市から日南へ車で移動

する時に「この景色はすごいね！」と何回も言ってしまいました。 

 私は日南で国際交流員として働く間、できるだけ日南の美しさを世界に伝えたいと思います。皆さん、日

南のお薦めスポットがあれば、ぜひ教えてください。 

 アメリカにはミドルネームを持つ人が多いのですが、あまり日常生活では使いません。でも、日本にいる

ときは、パスポートに書いてあるから、何かを契約するときは、ミドルネームを含めた名前を使わないとい

けないと認識しています。 

 「どうして外国人はミドルネームがあるの？」と、よく聞かれます。人によって理由が違いますが、「名前

が決められないから二つを選んだ」という人や、「歴史的な名字を残したい」という人もいます。両親が私に

ミドルネームを付けた理由は、歴史的な名字を残したかったからです。 私の母親の家族はメキシコから移

住したため、娘たちの名前に自分たちの文を受け継いでほしかったようです。私のミドルネーム｢エレナ｣は、

スペイン語で｢光｣という意味です。私は、メキシコの母国語であるスペイン語をあまり話せませんが、メキ

シコの良い思い出がいっぱいあります。日本でフルネームをいつも書くのはちょっと大変です。でも、名前

のおかげで日本人に西洋文化を紹介することができて、国際交流員として大きな喜びです。 

 

第49回日南市少年野球大会開催 

 11月23日（日）第49回日南市少年野球大会が開催されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

山口会長の挨拶 

 

 



茜会コンペ報告 

 11月24日（日）第213回の茜会コンペが開催されたのですが、雨と雷の為、第1チームは3ホール、第2

チームは2ホールで中止となりましたので、来年に第213回を開催します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  幻の茜会コンペ参加者たち 

出席率報告 

 出席報告は次回に報告します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局〒887-0014 日南市岩崎3-4-2 Itten堀川ビル2F創客創人センター内TEL0987-22-3363・FAX0987-22-3515 

会長：山口秀一  副会長：村岡俊宏  幹事：入中英雄  雑誌会報広報委員長：河野通郎 

雑誌会報広報委員会より   原稿は、ocame@wing.ocn.ne.jpまで送信してください。 
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